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日
本
共
産
党
池
田
支
部
は
、
来
春
の
町
議
選
予
定
候
補

者
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

 

山
本
久
子
に
代
わ
る
薄
井
孝
彦
と
現
職
の
服
部
久
子
の

2
名
を
擁
立
し
ま
す
。

 薄井孝彦（６４歳）
　

現住所　池田町三丁目3089-4  tel.62-5093

略歴 １９４６年　松本市に生まれる
　 　１９５８年　池田町立池田小学校卒業
     １９６１年　池田町立高瀬中学校卒業
     １９６４年　長野県立松本深志高校卒業
     １９６８年　東北大学農学部水産学科卒業
     １９６８年　長野県水産試験場諏訪支場勤務
 　　２００６年　長野県水産試験場佐久支場退職
     

服部久子（６２歳）　　　  
現住所　池田町会染1173  tel.62-4357

【
挨
拶
】

　
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
議
員
活

動
が
で
き
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
経
済
不
況
の
今
、
日
本
の
貧
困
率

は
15
・
7
％
と
高
く
、
年
収
２
０
０

万
円
以
下
の
人
が
４
分
の
１
に
達
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
時
こ
そ
住
民
の
暮
ら
し
守
る
自
治

体
の
役
割
が
重
要
で
す
。 

　
私
は
こ
の
四
年
間
、
「
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
」
「
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
へ
の
対
応
給
食

の
実
施
」
な
ど
、
町
民
の
み
な
さ
ま

と
協
力
し
て
要
求
を
実
現
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
「
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
」
の
実
現
な
ど
、
町
民
福

祉
の
向
上
の
た
め
全
力
を
上
げ
て
頑

張
り
ま
す
。

　
　

薄
井
孝
彦
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私
は
生
ま
れ
て
か
ら
す
ぐ
に
池
田
に

移
り
住
み
、
中
学
校
卒
業
ま
で
池
田
で

暮
し
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
、
イ
ナ
ゴ
や

タ
ニ
シ
を
採
り
、
食
べ
た
思
い
出
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
私
を
育
て
く
れ
た
故
郷
「
池
田
町
」

を
「
美
し
く
・
暮
ら
し
や
す
く
・
町
民

が
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
」
町
に
し
た

い
。
こ
れ
が
私
の
思
い
の
原
点
で
す
。

私
は
次
の
三
点
を
基
に
頑
張
り
ま
す
。

　
①
町
民
の
声
を
よ
く
聞
い
て
、
町
政

に
反
映
さ
せ
実
現
に
努
め
ま
す
。
②
積

極
的
な
提
案
を
行
い
、
町
政
を
前
に
進

め
ま
す
。
③
住
民
目
線
で
行
財
政
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
合
理
的
な
行
財
政
を
め
ざ

し
ま
す
。
特
に
、
住
民
主
役
の
町
政
実

現
の
仕
組
み
を
定
め
た
「
町
づ
く
り
条

例
（
自
治
基
本
条
例
）
」
の
制
定
に
む

け
、
み
な
さ
ま
と
と
も
に
力
を
尽
く
し

ま
す
。

　

 
 

日本共産党の２議席は要求実現の確かな力！！

　
日
本
共
産
党
議
員
団
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
を
お
聞

き
し
て
、
町
や
県
に
届
け
、
自
治
体
本
来
の
役
目
で
あ
る

「
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
」
を
最
重
点
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
4
年
間
で
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
て
実
現
で
き

た
こ
と
、
町
へ
要
求
し
た
こ
と
（
町
か
ら
の
提
案
事
項
へ

の
対
応
も
含
む
）
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

町
民
の
み
な
さ
ま
と
協
力
し
て

実
現
で
き
た
こ
と

◎
医
療
・介
護
・福
祉

①
日
中
一
時
支
援
事
業
（
※
）
の
実
施
。

②
多
重
債
務
者
の
相
談
窓
口
の
設
置
。

③
特
定
検
診
検
査
項
目
に
町
独
自
で
心
電

　
図
な
ど
の
上
乗
せ
実
施
。

④
「
家
族
介
護
の
会
」
設
立
の
検
討
。

　
※ 

日
中
一
時
支
援
事
業
：
障
が
い
者
等

　
を
一
時
的
に
預
か
る
こ
と
に
よ
り
日
中

　
活
動
の
場
を
提
供
し
、
社
会
へ
の
適
応

　
訓
練
と
障
が
い
者
家
庭
の
就
労
支
援
と

　
日
常
介
護
の
負
担
軽
減
を
図
る
事
業
。

◎
生
活
環
境
・防
災

①
町
営
住
宅
（
豊
町
）
の
下
水
道
化
の
実

　
施
。

②
岡
せ
ぎ
沿
い
（
２
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）

　
で
の
安
全
柵
の
設
置
。

③
空
き
家
の
提
供
を
行
政
が
間
に
入
っ
て

　
行
う
シ
ス
テ
ム
の
実
施
。

④
住
宅
用
火
災
報
知
器
の
全
戸
配
備
の
実

　
施
。

⑤
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
空
中
散
布

　
の
中
止
。

⑥
道
路
の
整
備
、
改
良
を
要
望
し
、
一
部

　
実
施
（
整
備
個
所
：
県
道
明
科
大
町
線

　
正
科
地
籍
な
ど
）
。

⑦
巡
回
バ
ス
の
運
行
充
実
（
フ
リ
ー
乗
降

　
ダ
イ
ヤ
の
改
正
な
ど
）
。

◎
子
育
て
・教
育

①
中
学
生
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料

　
化
の
実
施
。

②
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
へ
の
対

　
応
給
食
の
実
施
。

③
会
染
小
学
校
で
の
情
緒
障
が
い
児

　
学
級
の
実
施
。

④
池
田
在
住
の
安
曇
養
護
学
校
生
徒

　
の
放
課
後
支
援
の
実
施
。

⑤
保
育
園
３
園
の
耐
震
診
断
と
補
強

　
工
事
の
推
進
（
22
年
度
南
保
育
園

　
工
事
予
定
）
。

⑥
図
書
館
管
理
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
。

⑦
病
後
時
保
育
（
※
）
の
実
施
。

　
※ 

病
後
児
保
育
：
保
育
園
に
在
籍

　
中
の
児
童
が
病
気
の
回
復
期
に
あ

　
り
、
集
団
保
育
の
困
難
な
期
間
、

　
一
時
的
に
そ
の
児
童
を
預
か
る
こ

　
と
で
、
保
護
者
の
子
育
て
と
就
労

　
の
両
立
を
支
援
す
る
事
業
。

　
●
対
象
児
童
：
１
歳
以
上
の
児
童

　
●
実
施
場
所
：
南
保
育
園
　

　
●
利
用
時
間
：
月
～
金 

８
時
30
分

　
　
～
16
時 

 

●
利
用
料
：
無
料

　
注
：
利
用
し
易
い
よ
う
に
改
善
を

　
　
　
要
求
し
ま
す
。

◎
産
業
・観
光
振
興 

①
町
内
事
業
安
定
融
資
限
度
額
の
拡
大

（
５
０
０
万
円
か
ら
１
０
０
０
万
円
に
）

②
観
光
協
会
へ
の
予
算
増
を
要
求
、
１
名

　
職
員
増
。

③
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
沿
い
の
「
ベ
ン

　
チ
」
の
設
置
、
「
ト
イ
レ
」
の
整
備
。

④
「
て
る
て
る
坊
主
童
謡
ま
つ
り
」
と
併

　
せ
て
、
「
ア
ー
ト
展
」
を
実
施
す
る
よ

　
う
求
め
、
実
現
。

⑤
「
ア
ル
プ
ス
展
望
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
　

　
と
「
て
る
て
る
坊
主
ア
ー
ト
展
」
へ
の

　
予
算
措
置
。

⑥
町
の
文
化
財
や
名
所
・
旧
跡
の
内
容
を

　
紹
介
す
る
案
内
板
の
設
置
。

⑥
「
美
し
い
村
連
合
加
入
」
に
伴
う
今
後

　
の
取
り
組
み
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式

　
で
検
討
す
る
よ
う
求
め
、
実
現
。

「
美
し
い
村
連
合
の
総
会
」
へ
の
一
般
住

　
民
の
参
加
が
実
現
。

◎
議
会
改
革
・そ
の
他

①
議
員
が
町
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
委
員
と

　
な
っ
て
会
議
な
ど
に
参
加
し
た
場
合
の

　
報
酬
廃
止
。

②
大
北
管
内
の
３
福
祉
施
設
（
高
瀬
荘
、

　
れ
ん
げ
荘
、
白
嶺
）
を
管
理
す
る
社
会

　
福
祉
事
業
協
会
の
積
立
金
を
外
債
購
入

　
に
あ
て
評
価
損
益
が
出
て
い
た
こ
と
を

　
指
摘
。

　
　
リ
ス
ク
を
伴
う
資
金
運
用
は
行
わ
な

　
い
こ
と
に
な
っ
た
。

③
議
会
テ
レ
ビ
中
継
シ
ス
テ
ム
の
実
施
。

　
（
10
年
12
月
議
会
か
ら
）

④
議
会
一
般
質
問
で
の
一
問
一
答
方
式

　(

※)

の
実
施
。

⑤
議
会
一
般
質
問
傍
聴
者
へ
の
詳
細
資
料

　
の
配
付
。

①
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
。

②
保
育
料
の
引
き
下
げ
を
。

③
就
学
援
助
費
の
項
目
に
「
眼
鏡
購
入
」
　

を
入
れ
、
町
の
助
成
を
。

④
学
校
演
劇
鑑
賞
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
　

　
減
を
。

⑤
自
校
給
食
を
。

⑥
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
上
げ
に
反
対
。

　
均
等
割
り
・
平
等
割
り
の
軽
減
を
。

⑦
児
童
セ
ン
タ
ー
の
保
護
者
会
設
置
を
。
　

　
お
や
つ
代
の
無
料
化
、
臨
時
職
員
の
超
過

　
勤
務
手
当
て
の
改
善
を
。

⑧
町
が
中
心
と
な
っ
た
有
機
農
法
推
進
の
　

　
取
り
組
み
を
。

⑨
土
地
利
用
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
田
園

　
風
景
を
残
し
、
新
た
な
開
発
を
抑
え
て
、

　
農
地
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
施
策
を
。

⑩
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
指
定
　

　
で
の
選
考
過
程
の
透
明
性
と
町
の
責
任

　
を
明
確
に
。

⑪
土
砂
崩
落
危
険
箇
所
の
改
善
を
（
県
も
　

　
含
め
）
。

⑫
地
域
公
共
交
通
の
改
善
を
（
交
通
弱
者
へ

　
の
対
応
を
世
帯
）
。

⑬
家
族
介
護
世
帯
に
オ
ム
ツ
代
の
助
成
を
。

⑭
下
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
に
反
対
。

⑮
国
民
保
護
計
画
に
反
対
。

⑯
県
で
実
施
す
る
地
方
税
滞
納
処
理
の
た
め

　
の
滞
納
整
理
機
構
設
立
に
反
対
。

⑰
町
長
公
用
車
（
ト
ヨ
タ
レ
ク
サ
ス
Ｈ
Ｓ
２

　
５
０
ｈ
）
４
２
５
万
８
千
円
の
支
出
に
反

　
対
。

⑱
町
長
の
税
金
未
納
問
題
で
町
長
の
姿
勢
を

　
質
す
。

　
※ 

一
問
一
答
方
式
：
案
件
に
対
す
る
疑

　
問
点
を
ひ
と
つ
ず
つ
取
り
上
げ
、
質
疑

　
答
弁
を
繰
り
返
す
方
式
。

町
へ
要
求
し
た
こ
と
（
町
か
ら
の

　
　
提
案
事
項
へ
の
対
応
も
含
む
）

【
挨
拶
】 

 
 

服
部
久
子

　次期町会議員選挙の予定候補、共
産党議員団の実績、町政アンケート
結果の概要をお知らせします。お読
みいただきご意見やご感想をお寄せ
ください。
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   日本共産党池田支部
   発行責任者　山本久子
   TEL：61-1066

 うす い   たか ひこはっ とり ひさ こ

１９４８年　兵庫県明石市生まれる
１９６７年　兵庫県立明石高等学校卒業
１９７７年　紬織り元「会津屋」に入社
１９８６年　神戸で初個展、以後東京銀座など
１９９０年　池田町へ移住
１９９５年「子どもネットワーク池田」に参画
２００３年　町議会議員に初当選
２００７年　町議会議員に再選

略歴

 
 　

【
挨
拶
】
　
山
本
久
子

 

４
期
16
年
間
、
皆
様
方
に
支
え

ら
れ
て
議
員
活
動
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
来
春
の
町
議
選
に
は
、
薄
井
孝

彦
さ
ん
が
挑
戦
を
決
意
し
て
く
だ

さ
り
、
私
と
交
代
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
私
に
い
た
だ
い
た
御
厚
情
を
今

度
は
薄
井
さ
ん
に
引
き
継
い
で
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
薄
井
さ
ん
は
何
事
に
も
熱
心
で

根
気
強
く
取
り
組
む
姿
勢
に
は
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
世
の
変
化
が
激
し
い
昨
今
、
議

員
に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
住
民
の

要
求
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
実
現

の
た
め
に
頑
張
る
」
こ
と
で
す
。

　
薄
井
さ
ん
は
、
そ
れ
を
充
分
や

っ
て
い
け
る
人
で
す
。

　
ま
た
、
薄
井
さ
ん
は
県
職
員
を

退
職
し
て
か
ら
町
議
会
の
傍
聴
を

欠
か
さ
ず
、
県
内
外
で
実
施
さ
れ

て
い
る
地
方
自
治
研
修
会
に
参
加

し
、
有
志
で
「
池
田
町
町
政
研
究

会
（
※
）
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど

勉
強
家
で
、
池
田
町
議
会
に
新
風

を
吹
き
込
め
る
人
材
だ
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
経
験
を
生
か
し
、

服
部
・
薄
井
さ
ん
と
と
も
に
町
民

要
求
の
実
現
に
頑
張
り
ま
す
。

　
向
寒
の
お
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健

康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


